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設計趣旨、要求性能

1-02

■公園とまちに開かれた陸上競技場

・ 松本平広域公園の特徴的なランドスケープである信州まつもと空港と北アルプスの山々に呼応し、並行する陸上

競技場である。

・フィールドを掘り下げることでコンコースを周辺外構と連続し、公園と一体となった競技場である。

・ 平常時は競技場を公園に開き、大会時は管理区画で競技場を公園の一部ごと囲いこむことで、様々な状況でも、

競技場を公園と一体に利用することができる。

・ 北側エントランスアプローチからメインストレートまでトラックが連続し、マラソン走路がまちから競技場まで

繋がる。

北東からの俯瞰パース

景観イメージ
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配置計画 1

3-01

3-1. 配置計画 1

■陸上競技場の配置

・�当該敷地の含まれる競技スポーツゾーンは、信州まつもと空港を囲い、東西に松本平広域公園の一部であるため、

敷地への出入口を複数計画する。

・�新陸上競技場は現陸上競技場を解体した跡地に長軸を南北方向とし、メインスタンドを西側、バックスタンドを

東側に配置する。

・�当該敷地の東側は信州まつもと空港の滑走路に隣接し、転移表面による高さ制限があるため、滑走路からの距離

を確保した敷地西側に競技場を配置し、競技場用照明の高さを確保する。
松本平広域公園

信州まつもと空港

競技スポーツゾーン県道土合松本線

計画敷地

航空写真

補助競技場

スカイロード 10スカイロード 10

体育館
球技場球技場

体育館

主競技場

アウトフィールド

信州まつもと空港滑走路

マレットゴルフ

マレット
ゴルフ

車寄せ

駐車場

マレット

ゴルフ

第 1 号駐車場 大屋根

テニスコート

主競技場

メイン
スタンド

補助競技場

信州まつもと空港滑走路

マレットゴルフ

マレットゴルフ

テニスコート

メインスタンド
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配置計画 2
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3-1. 配置計画 2

■公園整備と競技場管理区画

競技場のコンコースは公園と地続きになっているため、大会規

模によって、来場者を制限できるよう、競技場を公園の一部を

含め包含する管理区画を設ける。一般時は区画を開くことで、

競技施設を除き公園内を自由に行き来できる。

■北側

一般車両による競技スポーツゾーンへの主要なアクセスである

土合松本線側に位置する第 1号駐車場側に敷地への主要な出入

口を設ける。出入口はメインスタンド側、バックスタンド側、

滑走路側の 3箇所設ける。

現陸上競技場は市内のマラソン大会のゴール地点となっている

ため、県道土合松本線から敷地東側のエントランスへと続く道

を、トラックメインストレートにそのまま連続させることで、

街から陸上競技場内へのダイレクトなアプローチを確保する。

■西側

メインスタンド西側を競技場関係者車両の出入口とし、大型バ

スも停留可能な車寄せと関係者用駐車場を設ける。主要な諸室

の位置する地下へと続くエントランスへは、車寄せから屋根下

でアクセスすることができる。

■南側

松本平広域公園を 1 周するスカイロード 10 からのアクセスとな

る。

スカイロード 10 は大規模大会時、管理区画を閉じている場合で

も利用できるよう、補助競技場の南側を周るよう、既存と同等

の長さを確保しつつルートを変更する。体育館の北側は、体育

館エントランス・トレーニングルームに連続した広場とする。

■東側

バックスタンドの屋根を南北に伸ばした大屋根が各公園施設を

つなぐように、アウトフィールド、テニスコート、マレットゴ

ルフを配置する。大屋根は端部に位置する駐車場、補助競技場

を含めた各施設へのアプローチを担うと共に、日差しや雨を遮

る人々の居場所となる。

大屋根を挟んだ、陸上競技場のインフィールドの反対側に、多

目的な広場「アウトフィールド」を配置する。アウトフィール

ドの舗装は車両も通行可能な仕様とし、電源設備を設けること

で、様々なイベントに利用することができる。　

補助競技場

屋内
練習場

トレーニング
ルーム

スカイロード 10

競技場区画

一般来場者動線

競技関係者

主競技場

アウトフィールド

信州まつもと空港滑走路

マレットゴルフ

マレット
ゴルフ

松本平広域公園線

競技場関係者

車両出入口

車寄せ

駐車場
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歩行者出入口
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平面計画 / 1F

3-04

D

3-2. 平面計画 / 1F

■公園と一体となったコンコース

　とスタンド

フィールドを敷地 GL レベルより 1 層掘

り下げることで、コンコースと公園の

外構が同一レベルで繋がる。

■コンパクトな競技施設

　とスタンド配置

トラックとスタンドを近づけ、競技場

全体をコンパクトにつくることで、選

手と観客がより近くに感じられる計画

とする。

■競技毎の特色に合わせた

　競技施設配置とスタンド形状

・ メインスタンドは、跳躍レーンをイ

ンフィールドとし、トラックの線形

に合わせて近い位置までスタンドを

沿わせることで、トラック競技・跳

躍競技両方において臨場感の高い計

画とする。

・ バックスタンドは、跳躍ピットを 2

レーン並列し、競技施設を取り囲む

ようにスタンドを配置する。客席は

奥行きの深いゆとりのある座席とし、

ひな壇はアウトフィールド側に連続

する。

・ 北側のサイドスタンドは、コンコー

スと連続したコーチングも可能なベ

ンチスタンドと、第 4 ゲートとなる

マラソン走路と一体となる芝生席を

計画する。

・ 風向きに合わせて走る向きを変えら

れるよう、メインストレートに逆走

路を配置する。

■運営に配慮したダッグアウト

　とフィールドに近い客席

選手や運営者の待機や動線が集中する

箇所にダッグアウトを設けつつ、フィー

ルドレベルまで近づくスタンドを部分

的に設けることで、円滑な大会運営と

臨場感の高いスタンドを両立する。

■屋内練習場

棒高跳びを含めた各跳躍競技の練習が

可能な屋内練習場を設けることで、一

年を通じて練習できる環境を計画する。

補助競技場の傍に配置し、庇を延ばす

ことで、補助競技場の休憩スペースと

しても活用できる。

■一般利用のしやすい

　トレーニングルーム

トレーニングルームは、メインスタン

ドと体育館の間に分棟形式で配置する

ことで、一般利用しやすい計画とする。
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